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1. CiNii での表示

図書の例 論文の例

福澤諭吉と大隈重信 : 洋学書生の幕末維新

池田勇太著

山川出版社 2012.5 日本史リブレット人 076

講演 近世人としての大隈重信

檜皮 瑞樹

早稲田大学史記要 43, 132-148, 2012-02

＊これらの項目以外にも、「本文言語コード」などの項目を「詳細情報」として持っている。

2. RefWorks へインポートした状態

項目名 図書の例 論文の例

資料タイプ Book, Whole（書籍） Journal Article （学術論文）

出力言語 Unknown(0) *1 Unknown(0) *1

著者 池田, 勇太; *2 檜皮, 瑞樹; *2

書名 福澤諭吉と大隈重信 : 洋学書生の幕末維新 --

表題 -- 講演 近世人としての大隈重信

ジャーナル名(正） 日本史リブレット人 *3 早稲田大学史記要

出版年 2012 2012

出版日（自由形式） -- 02 *4

巻 076 *4 43

開始ページ番号 -- 132

終了ページ番号、他 93p, 図版 1] 枚 *5 148

出版社 山川出版社 早稲田大学大学史資料センター

ISSN/ISBN 9784634548763 0511-1919

リンク http://ci.nii.ac.jp/ncid/BB09263065 http://ci.nii.ac.jp/naid/40019217136/

データソース CiNii Books CiNii

*1 CiNii 側には図書・論文共に「本文言語コード」という項目があるが、どうやらうまくインポートされない。

*2 著者の姓と名の間のカンマ（,）と末尾のセミコロン（;）はインポートの際、自動的にデータの一部として補

われる。

*3 RefWorks の資料タイプ「Book, Whole（書籍）」には「シリーズ名」というフィールドがあるが、「このジャ

ーナル名（正）」に入ってしまう。

*4 日付や巻数などの数字は CiNii のデータ上で、例えば 2 月の場合”02”のように前にゼロが補われていること

がある。

*5 実際の CiNii 上のデータでは、”図版[1]”となっているが、インポート後には”図版 1]”と前の角カッコが落ち

てしまう。

http://ci.nii.ac.jp/ncid/BB09263065


3. RefWorks から「参考文献の作成」を行った例
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 SIST02 以外は著者名順にリストを作ることになっているが、現在の RefWorks では残念ながら五十音順で

は並ばない（著者名のヨミのデータが無いため）。正しく五十音順にするには、手作業による並べ替えが必

要となる。

 インポート後に RefWorks 上で各項目のデータを自由に編集できる。

 参考文献を出力した際は、書式が整っているかどうか、かならず目で確認しよう！

＜終＞

×著者の名が「イニシャル化」されてしま

い、先頭の一文字しか表示されない。

×シリーズ名が表示されないにも関わらず

「巻」の情報が表示されてしまい、76 巻セッ

ト物のようにも見えてしまう。

資料名が『』で囲まれ、論題名が「」

で囲まれるスタイルは日本の人

文・社会学系でよく用いられる。

SIST02 は科学技術振興機構が定めた規格。主に自然科学系で用いられ

る。著者名順ではなく引用した番号順で並べるのが特徴。

×図版の枚数など、やや余計

な情報が、かつ崩れた書式で

表示されてしまう。


